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「私たちはどっかであっていることを知っているよ。私はあなたの顔を覚えているよ」―☆絶望的な間―「しかし私はあなたの名前が思い出せません。」

（相手の名前を忘れてしまったのは）もちろん☆年齢のせいであるかも知れない、つまり脳細胞が減少しているのだ。
私たちはまた出会った人の数が増えていき、常に増えているを知識に脳に記憶していることも指摘したい。

どんな理由であれ、私たちの多くが私たちは“顔を忘れない”と主張する一方でどう見ても名前を忘れないという人はほとんどいない。
昔の人々は私たちよりも覚えることに熟達したものだった、それはなぜかというと私たちの周りの記憶装置はかなり私たちの記憶力を弱らせ続けている。
☆☆しかし、古代ローマ人の大物は自分に会った人を告げる仕事の奴隷をつれてあちこち回った。

米国の大統領はローマ人を模倣し、しばしば☆☆同様のサービスを受けている。

顔は主要な人物の表現する主な手段であり、世間に対する表看板であり、その人の名誉が顔に表れている。

私たちは幼児の頃は他人の顔の☆☆非常に細々としたことにも気づき、解釈することがとても上手くなる。
しかしいったいどうやって私たちがそれらに気付いたか知られてないのである。

科学者の中には私たちがこれらを今見ている顔と私たちが☆以前に出会って後々照らし合わせるために取っておいた顔のイメージを照らし合わせる脳の特殊な能力があるかも知れないと考えている人もいる。
名前はほぼ理解しやすく事実思い出すのは顔よりも容易である。

（しかし）実際私たちはまれに顔を思い出すことは滅多にない。すなわち再びあったときに☆それ（＝自分のイメージとおなじかどうか）を認証するんだ。
何かの認識は思い出すことより常に容易である。すなわち例えば私たちは慣れない単語は書き出す前に読むことはできる。

一方人物の名は普通目に見えないのだ、私たちはその名の本人に会ったとき、すなわち私たちは記憶からそれを引っ張り出さなくてはならない。

自己紹介の後最初の質問が「お仕事は何をしてますか？」だったらあなたは怒りたくなります。

私たちの仕事に誰が気遣ってくれるの？（誰も気遣ってくれない）

重要なのは私自身である、そして第一に我々の顔だ。

しかしながらその質問はその人がどんな人であるかというかをつかもうとすることなのです。

大雑把に言ってその人がどんな人であるのかを仕事によって分かるのは我々の文化の☆厄介な特徴である。
記憶を必要とすることを意味し、名前（＝固有名詞）は通常無意味である。
それ故に名前は普通は三番目にしか思い出せない：すなわち（あって）まず顔を認識する、次にその人がどんな人であるかを思い出す、そこまで行き着いてやっと名前がでる。

しかしながら特徴を認識することは名前を思い出すことを妨げているかも知れない。
私の知っているとある学者は以前の卒業生に会った。その学者は彼にグレードＣをつけた以外覚えておらず顔も忘れていた。
